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黒ボク土壊における長期リン酸無施用が水稲の生育
。収量に及ぼす影響

太田 秀樹・谷回恵之助・長谷川正俊摯

(山形県立農業試験場最北支場・
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The Crowth and Yield of Paddy Rice in along― Term Fertilizer

Experiment in an Ando Soil:The Effect of Unfertilization of Phosphorus

Hideki OHTA, EnOsuke TANICtFcHi andヽ 4asatoshi HASECAWf

(Stth°

kuBraril卜

灘‖:gili南 iよ
rl惧
11lξ嘉|』1llnt Station・ )

1 は じ め に

一般に多湿黒ボクiL壌はリン酸吸収係数が1,500以上と

大きいため,こ の土壌における無リン酸区での水稲生育は

初期の分げつ発生速度が遅く,その後の穂数確保が困難に

なF号ふし↑霞1竪量|:蘭し:髯言

'生

壕寒急)｀盤サ5鹸

区での初期の分げつ発生が遅いものの収量は三要素区並で

あ
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の特徴 。収量の面からの検討を行ったので報告する。

2試 験 方 法

0)試験場所 山形県立農業試験場最北支場
0)土性 表層腐植質多湿黒ボク土 (篠永統)
6)供試圃場 1区面積 28ピ

1943よ り同 ‐圃場で試験継続中

14)供試品種 陸羽132号 (1943～ 1955)
チョウカイ (1956～ 1966)

フジミノリ (1967～ 1970)

キョニシキ (1971～ 1991)

傷)栽植密度 222株/ピ (30× 15m)
0 試験区の構成及び施肥量 (kg/a)

3 試験結果及び考察

0)無 リン酸区の茎数の推移
無リン酸区,三要素区の茎数・穂数の推移を表 1に ,過

去の生育調査 (キ ヨニシキ.1981～ 1991)か ら作成したそ

れら推移の模式図を図 1に示した。

無リン酸区は初期茎数が過去11年の平均で三要素区対比

55%と 著しく少なく,年次変動も大きかった。また観察調

査から葉色は濃く推移し,典型的なリン酸欠乏症状が認め

られた。最高分げつ期の茎数は三要素区対比の75%と 初期

茎数に比べその差は縮まり,年次変動も大幅に小さくなっ

た。これは土壌中のリン酸が土壌の還元に伴って可絣 ヒし,

図 1 無リン酸区と三要素区の茎数・穂数の模式図
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表 1 無リン酸区の茎数・穂数の推移 (キ ヨニシキ,本/“ ,

N   P,0,  K,0

2.驚き、重
歌 H3 2 1 61 59 56 鴨 標準偏差

初

期

茎

新

無リン酸

三要素

三要素比

枷

鵬

７８

326

360

91

167

311

54

322

433

74

20

415

50

Ｗ

３４２

４９

133

415

32

２５５

５８４

４４

鵬

４‐‐

５‐

ｎ

３４４

５０

鵬

４‐‐

３４

２６

２

５５

820

743

趾

Ｂ
　
一

わ
訓
撻
厳

無リン酸

三要素

三要素比

‐９

‐３

７３

”

３‐

８６

盤

６０２

７２

５７

‐３

”

391

719

54

２４

５５

８０

如

７６４

６３

“

５９

７６

４２

ａ

８４

”

７９

７２

％

３‐

７‐

１‐

８４

７５

● 6

"5

175

128

穂

　

数

無リン酸

三要素

三要素比

‐５

４８

”

３‐

７‐

ｍ

455

426

107

424

4“

91

”

８０

７７

４２８

価

９８

６２

７７

９７

５７

％

”

４５７

４８８

飩

526

535

%

３４０

価

８４

２４

５７

９３

554

43 8

無リン酸

三要素

三要素比

鵬

３４４

８９

４０

“

９０

師

３０９

‐‐５

291

286

102

“

６０

７７

358

316

113

3%

341

116

師

”

‐２５

371

361

103

田
３６３
‐０１

”

犯

９７

327

320

102

48●

3382

149

107

-87-



東 北 農 業 研 究 第 45号  (1992)

分げつの発生速度が回復してくるためと推察される。成熟

期の穂数は無 リン酸区の有効茎歩合が三要素区より20%程

度高くなるため三要素区対比の93%と ,ほぼ三要素区並と

なり,年次変動は最も小さくなった。併せてピ当たり籾数
についても検討したところ三要素区対比で102%と 差はほ
とんど認められなかった。

なお,分げつ期が低温に推移した1984年をみても,初期
茎数では二要素区対比44%と少なかったが,最高分げつ期
茎数は76%,穂数92%と なり上記に示した傾向が認められ
/ 。

●)二要素区 L壌のリン酸
表 2,3に三要素区土壌のリン酸について分析した結果
を示した。 リン酸吸収係数は2.070と大きくTrOg法,Bray
NQ 2法で抽出したリン酸はそれぞれ144鴫 ,81喀であった。

また湛水後 4週間で有効 ヒしてくるリン酸の量は,Brayp
で開始時に比べて50mg,63%の増加であり, このことか

表 2 二要素区土壌のリン酸 (Dg/乾土llKl g)

ら,最北支場の黒ボク土壌は中期にリン酸が有効化し易い

と考えられる。

表3 土壌の灌水培養によるリン酸の有効化
乾■100g)

十壌のBrav P20, 溶液中のP,0, 増カロ量

開始時 28日後 開始時 28日後 Bray-P 溶液―P
008 050

開始時は風乾土の分析値を意味する。

表4 収量の推移 (キ ヨニシキ,S56～H3)
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表 5 品種による無リン酸区の収量の変動性

13)無 リン酸区の収量の推移
表 4に無リン酸区,三要素区の収量の推移 (キ ヨニシキ

表6 リン酸無施用区の堆肥区,無堆肥区の収量 (キ

1981～ 1991)を示した。無リン酸区の収量は三要素区の96

%とわずかに劣るがほぼ同等の収量が得られ,年次変動も

同様の結果であった。また表 5に品種による無リン酸区の

収量及び変動性を示した。籾数の確保がしやすいキヨニシ

キでは収量は二要素区並でその変動幅も小さかったが過去

の品種からは減収程度や年次変動で若干異なる傾向が認め

られた。これは過去の試験が成苗移植であり、最近の試験

で行われいる中苗移植に比べ移植時期が遅く出穂までの生

育lel間が短くなるため、中期の茎数回復が困難になりやす

いことや、穂数減少に伴う一穂籾数の増加が品種によって

異なるためと推察される。
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に)リ ン酸無施用区の堆肥区,無堆肥区の比較
表 6に示すように,堆肥区の収量は,無堆肥区に比べ穂

数がやや多くなるため,無堆IIE区比106%と高くなった。

またその年次変動性をみると堆肥区の方が無堆肥lXに比べ

変動幅が小さく、無堆肥区よりは安定して収量が得られる

結果となった。

4 ま と め

黒ボク土壌におけるリン酸無施用区の生育・収量は今回

検討したキヨニシキではほぼ三要素区並となり,その年次

変動も同様の傾向であった。しかし、品種の違いによって

収量の変動傾向に差異が認められたので、今後は無リン酸

区の土壌分析と併せ検討する必要があると思われる。
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